
共催：第87回日本皮膚科学会東部支部学術大会

第87回日本皮膚科学会東部支部学術大会
スポンサードシンポジウム1

〒020-0045 岩手県盛岡市盛岡駅西通２丁目９番１号
会場：盛岡市民文化ホール（マリオス）2階 「第1会場」（大ホール）
日時：2023年9月30日（土）9:00～11:00

ハイブリッド開催

「アトピー性皮膚炎における自然免疫の役割 ～IL-33、IL-25、TSLPを中心に～」
三井 　広 先生  山梨大学医学部 皮膚科学講座 講師

演題1

「新時代を迎えたアトピー性皮膚炎治療 ～Type2サイトカインを中心に～」
中原 剛士 先生  九州大学大学院医学研究院 皮膚科学分野 教授

演題4

「アトピー性皮膚炎における瘙痒制御の重要性 ～IL-31を中心に～」
川内 康弘 先生  東京医科大学茨城医療センター 皮膚科 教授

演題2

AD新書 ～病態から導く、新規治療のポイント～テーマ

天野 博雄 先生  岩手医科大学医学部 皮膚科学講座 教授
宮地 良樹 先生  静岡社会健康医学大学院大学 学長・理事長／京都大学名誉教授座長

本セミナーはライブ配信でご視聴になれます。
視聴方法の詳細は学術大会ウェブサイト（https://eastjda87.jp/）をご確認ください。LIVE配信

演題3「IL-4/13とアトピー性皮膚炎 ～病態から考える共通点と相違点～」
井川 　健 先生  獨協医科大学医学部 皮膚科学講座 主任教授


